財団法人住友生命社会福祉事業団
数理統計医学研究助成 募集要項
１．助成の主旨
財団法人住友生命社会福祉事業団は昭和３５年に住友生命保険相互会社の寄附により設立された公益法人で、社会の福祉および文化の振興に貢献すべく事業を展開しています。事業内容は予防医学振興事業、福祉事業、音楽文化振興事業の三分野から成り、就中予防医学振興事業については財団創設以来５０年の歴史を重ねています。
大阪府の僻地における診療車による集団健診で始まった事業は、昭和４７年開設の住友生命総合健診システムに発展し、一貫して生活習慣病予防に努めています。並行して、医学分野の奨学金制度、助成制度につきましても、財団創立以来、時代の要請に即した社会還元に努めています。
平成２２年度、財団設立５０周年を迎えるにあたり、予防医学振興事業の一環として数理統計医学研究助成を実施します。国内における医学研究助成の多くが基礎医学および臨床医学分野に偏重している状況に鑑み、社会医学就中数理統計分野の今後の発展を期するため、当該分野の基礎研究への助成を行います。
もとより生命、疾病、死亡等の数理統計的把握は当財団の出捐者である住友生命保険相互会社の事業が拠って立つ学問分野であり、当該分野で得られる知見は当財団発足以来の中心事業たる予防医学振興事業にも長期的視点において寄与するところ大であります。５０周年を記念し当該分野の発展に力添えすることは、極めて意義あることと認識いたします。

２．助成の概要
（1） 助成の対象とする研究
中長期的に予防医学の発展に資する統計医学分野の基礎研究で、周辺学問分野との境界上のものも含みます。以下は例示につき、この内容に限るものではありません。
① 新しい健康指標の研究
② 健康と環境諸要因との相関分析
③ 生命力概念の数量化モデルの研究
④ 病気の進行・回復モデルの研究
⑤ その他、当助成制度の趣旨にかなう研究
　（２）助成の対象とする団体（個人）
大学、研究機関等に所属する個人または研究チームとします。ただし、住友生命保険相互会社および財団法人住友生命社会福祉事業団の役職員は除きます。
　（３）助成件数
１～２件
　（４）助成金
一件あたり、５００万円以内

助成決定時に２５０万円以内を助成、半年後に研究の進捗状況等の報告を受領し、確認のうえ２５０万円以内の継続助成を実施します。
　（５）助成金の使途
当該助成対象の研究にかかる経費で、妥当性のあるものに限ります。

　（６）助成決定の方法
学識経験者による選考委員会にて書類選考の上決定します。なお、必要に応じ、より詳細な書類の提出依頼等を行うことがあります。選考結果は文書にて通知いたしますが、その理由に関するお問い合わせには応じ兼ねます。
　
　（７）選考基準
次の要件を勘案して選考します。
① 財団法人住友生命社会福祉事業団が助成するのに相応しい研究であること
当財団の設立趣意にある「社会福祉の基礎となる医療社会事業面の開拓、啓発」に繋がり、「堅実と進取の精神」に満ちた研究であること
② 長期的な観点で社会的に要請度が高い研究であること
社会医学の発展に寄与し、国民の健康で文化的な生活に資するもの
③ 研究の遂行能力
研究を進めるうえで計画および研究体制が十全であり、かつ研究者の意欲・能力も高く、高水準の成果が期待されること
　（８）贈呈式
平成２２年１０月～１１月に大阪市において実施予定
　（９）報告義務
助成対象団体（個人）は、当財団と覚書を締結し、これに基づき助成対象研究の経過・結果報告をしていただきます。
３．募集方法

（1） 公示

当財団および助成財団センターのホームページ上にて公示

（2） 募集期間

平成２２年８月末までに応募書類（電子データ）を財団法人住友生命社会福祉事業団に提出

送付先アドレス　　ssj【atmark】ssj.or.jp　（送信時には記号に置き換えてください）
（3） 提出書類

別紙のとおり

提出書類に記載の個人情報は、審査および当助成に係る事務処理にのみ利用します。
以上

【別紙】

財団法人住友生命社会福祉事業団　理事長　殿

「数理統計医学研究助成」 応募申請書
以下のとおり、「数理統計医学研究助成」を申請します。
	申請日付
	平成　　　年　　　月　　　日

	研究タイトル
	

	所属機関名
	

	代表研究者

（申請者）
	

	共同研究者名
	

	研究の概要
	ここでは研究の内容、特色、価値を簡潔に説明してください。


選考のための附属書類（下記に例示）を適宜添付願います（書式・構成は自由、但し電子データにて）。

① 研究計画（目的、趣旨、課題、研究の方法・内容、期待される成果、これまでの経過または準備状況）
② 研究に関する国内の状況
③ 研究の特色･先駆性・開拓性
④ 研究組織の概要
⑤ 研究者の主要な研究略歴・著書・論文等
⑥ 支出計画（助成金の使途）
⑦ 申請研究の資金計画（他機関からの助成の有無等）
⑧ 研究成果公表の予定（学会発表、学会誌等への寄稿、研究報告書出版等）
